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基本情報

●大学名 立命館アジア太平洋大学
Ｒｉｔｓｕｍｅｉｋａｎ Ａｓｉａ Ｐａｃｉｆｉｃ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ

●所在地 〒８７４-８５７７ 大分県別府市十文字原1－1
●開学 ２０００年４月
●設置者 学校法人 立命館

※大分県、別府市との公私協力による

●学生数 ５，８８1名
（２０１５年５月1日、大学院生、非正規生含む）

●教員数 １７３名（２０１５年５月１日、専任のみ）
●職員数 １９８名（２０１５年５月１日、契約職員含む）
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人類は有史以来、地球上のさまざまな地域において自らの文化を築き、文明の進化を求めて多様な営みを繰り広げてきた。
人類はまた、さまざまな制約と障壁を超えて、自由と平和とヒューマニズムの実現を求め、

望ましい社会のあり方を追求してきた。

２０世紀は政治・経済・文化のすべての領域においてかつてない進歩と飛躍の時代であり、
人間の諸活動は地球的規模で展開されるに至った。

また、二度にわたる世界大戦の経験を通して、国際連合をはじめとする国際協力のための機関が設立され、
平和維持と国際理解に向けての取り組みが大きく前進した。

我々は、２１世紀の来るべき地球社会を展望する時、
アジア太平洋地域の平和的で持続可能な発展と、人間と自然、多様な文化の共生が不可欠であると認識する。

この認識に立ち、我々は、いまここにアジア太平洋の未来創造に貢献する有為の人材の養成と新たな学問の創造のために
立命館アジア太平洋大学を設立する。

立命館アジア太平洋大学は、「自由・平和・ヒューマニズム」、「国際相互理解」、「アジア太平洋の未来創造」を基本理念として、
２０００年４月１日、大分県と別府市、さらに国内外の広範な人々の協力を得て、別府市十文字原に誕生した。

世界各国・地域から未来を担う若者が集い、ともに学び、生活し、
相互の文化や習慣を理解し合い、人類共通の目標を目指す知的創造の場として、

立命館アジア太平洋大学の開学をここに宣言する。

２０００年４月１日

ＡＰＵの理念・ミッション

自由・平和・ヒューマニズム 国際相互理解 アジア太平洋の未来創造

立命館アジア太平洋大学開学宣言
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多文化共生型キャンパス

開学以来、学生が在籍したことのある国・地域 １３０ 以上

カ国・地域からの
国際学生２,７６５名と国内学生３, １１６名
合計５,８８１名が学ぶ国際大学
（２０１５年５月１日付／学部生、大学院生、交換留学生などの非正規生含む）

正規留学生比率 ９６．９％
外国人留学生比率 ４７．０％

※２０１５年５月１日付
※聴講生、研究生、交換留学生含む

教員総数
外国籍教員総数
外国籍教員比率

※２０１５年5月１日付
※総数は常勤の教授、准教授、講師の合計

世界

１７３名
８６名

４９．７％
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学部・大学院

会計・ファイナンスコース
企業活動におけるお金の流れを把握し、
資金の調達・運用知識を身につける

環境・開発コース
持続可能な社会をめざして、国際開発
協力のあるべき方向性を探求する

アジア太平洋研究科 修士課程
入学定員 ６０名

アジア太平洋研究科 博士課程
入学定員 １０名

経営管理研究科 （修士）
入学定員 ４０名

アジア太平洋学部

College of 
Asia Pacific Studies

(APS)

入学定員 ６００名

国際経営学部

College of 
International Management

(APM)

入学定員 ６００名

学
部

観光学コース
国際基準の「もてなしの心」を学び、観光
産業を通した地域発展を考える

国際関係コース
アジア太平洋地域未来に向け、戦略マイ
ンドとリーダーシップを育てる

文化・社会・メディアコース
社会を多角的に捉え、アジア太平洋地域
の諸問題の理解を深める

マーケティングコース
価値の高いモノやサービスを効果的な提供
する方法を探る

経営戦略と組織コース
ビジョンや行動原理の視点から、組織の
持続的発展を導く経営戦略を考える

イノベーション・経済学コース
企業発展をもたらすイノベーションと、効率
のよい生産管理を学ぶ

大
学
院

学部は日英二言語、大学院は英語のみで開講

英語・日本語を徹底的に鍛える言語教育

約半数を占める外国籍教員から世界の「いま」を学ぶ
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春・秋の２回入学とクオーター制の採用

●開学以来、春と秋、年２回の入学・卒業を実施
●クオーター制（１クオーター＝２カ月）とセメスター制の併用により、
柔軟な学習スケジュールが可能

●集中的な学び（同一科目週２回）で学習の節目・山場が頻繁に

日英二言語教育

●「英語を学ぶ」から、 「英語で学ぶ」へ
●習熟別クラスと少人数授業で徹底的に鍛える言語教育
●多文化キャンパスのいたるところで鍛えられる言語運用能力
●授業ではプレゼンテーションやディスカッションを多用

体系的なカリキュラムと国際基準の成績管理

●科目レベルと履修の順次性を示す科目ナンバリング
●５段階評価とＧＰＡ（Ｇｒａｄｅ Ｐｏｉｎｔ Ａｖｅｒａｇｅ）による厳格な成績管理
●期末試験は成績の５０％以下、日々の学習や授業参画状況も評価
●海外の大学で採用されているＵＭＡＰ単位互換方式（ＵＴＣＳ）を採用

協働学習環境

●学生が学びあう環境、文化
●多様な学生スタッフが大学運営や教育活動に参画
●言語自主学習センター「ＳＡＬＣ」で学生同士が教えあう
●ラーニング・コモンズで活発なグループワーク

国際通用性のある教育システム

※学部のみ

学生をしっかり学ばせる教育システム



Page7

国際教育寮 ＡＰハウス

違いを知る。認める。そのうえで課題についてとことん話し合い、「解決策」を導き出す力を育む

●シェアルームは日本人学生と
国際学生のペア

●共同キッチンで互いの国・地域
の食文化に触れる

●ＲＡ（レジデント・アシスタント）
が寮生を２４時間サポート

●各種イベントの企画・運営
●フロアを巡回、ゴミ分別チェック

●日常生活の空間で他言語・
多言語学習

●授業やレポートの教え合い・
学び合い

●毎週フロアミーティングを実施

●フロアや棟ごとにパーティー
やイベントを開催

●各国の文化を紹介する企画
●日本の名所を巡るバスツアー
などを開催

●世界祭（寮祭）の実施

互いの生活習慣や
価値観の違いを知る

学び合い、
助け合う心を養う

ともに暮らすための
ルールを作り、運営する

イベントを通じて
交流を深める

５４カ国・地域 １，０８９人がともに暮らす

個室９３２室＋シェアルーム３７８室＝１，３１０名 収容可能

２０１５年５月１日現在



APUの前提１

外国籍教員、
国際学生(留学生）

普通の構成員
・・・マイノリティではない



APUの前提２

対応はすべて日英

言語、

大学全体で



授業
同一科目を日本語､英語で開講

会議、教授会
資料は日英を準備、同時･逐次通訳で運営

全部署窓口
ｽﾁｭｰﾃﾞﾝﾄ、ｱｶﾃﾞﾐｯｸ、ｷｬﾘｱ、ﾘｻｰﾁ、ﾍﾙｽｸﾘﾆｯｸ、ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ etc.

2言語対応

１

2

3



学内資料
願書､学生･教職員ハンド､オリエン他

システム環境
Web、履修登録、PC、成績照会他

学生イベント
学園祭など学生企画も司会は2言語

2言語対応

4

5

6



研究支援１：２言語対応

学内助成募集要項

科研費説明会

学内セミナー

研究助成アドバイス

応募手続き説明会

申請書点検

電子申請ｼｽﾃﾑﾏﾆｭｱﾙ

電子申請ｼｽﾃﾑ入力

科研費結果通知

交付申請手続き

執行説明会

執行ハンドブック

執行に関わる書式

研究費執行相談

外部資金情報提供

内部監査対応

etc.
学内で英訳、できるだけ日英同じ情報量となることを目指す



専任職員
全オフィスで英語対応実施

ネイティブ職員配置
原則すべてのオフィスに配属。研究部所属者は翻訳・通訳、
教員対応を主に担当

庶務担当者
通常一般事務契約職員が外国籍教員の研究費執行を担当
必要に応じて通訳のネイティブ職員と2人で対応

研究支援２：人的な体制

1

2

3



What is kakenhi?
外国籍教員は「科研費とは？」の説明会から必要。
科研費が日本で研究を行う上で重要であることを理解してもらう

研究費執行ルール
すべて紙の証憑が要求されることについて仕方ないこと、とならない。
ペーパーレスにして効率化するよう事務局に対し要求される。

難しさ１：科研費､研究費執行

1

2



外国人研究者は不利？
科研費は日本政府のファンドなので外国人には不利ではないか、
と思われている

英語の申請は不利？
日本語でないと不利だという思い込みがある

難しさ２：科研費

3

4



専任職員
３～５年で異動

事務契約職員
有期雇用

ネイティブ職員
有期雇用、地方都市にリクルートする難しさ

難しさ３：人・組織

1

2

3



日本語が基準
日本語を英語に翻訳する

英語文書の違和感
日本語で考えられたものを英語に翻訳するため、英語で読むと
違和感が生じることがある

平等か効率化か
説明会等、逐次通訳で実施するが、時間が2倍かかる。
言語ごとに会場を分けると効率的だが情報に差が出る可能性が

難しさ４：システム

4

5

6



グローバル化

APUの課題



教育だけでなく研究も
教育重視から研究も重視へ。また研究アウトプットの
可視化を。

高度専門職員の配置
RAによる研究支援の高度化、安定化の検討

課題１：研究支援高度化

1

2



学内教員間
言語を越えたコミュニケーションを促進する

APU Night
APU的議題を考えながら教職員が職種や言語を超えて交流する
自主的な取り組みが行われている。組織的な取り組みも含め、
交流の更なる活性化が必要

課題２：コミュニティ

1

2

多様な言語、職種を包含するコミュニティをいかに醸成するのか



言語化する
「わかってくれるだろう」という思い込みを手放す

衝突に向かい合う
正面から話し合う

想像力を持つ
経験値の蓄積が多文化・多言語への対応力を養う

心がけていること

1

2

3



0



沖縄本島の西海岸の高台の森の中のキャンパスが出来て最初の学生が沖縄本島の西海岸の高台の森の中のキャンパスが出来て最初の学生が沖縄本島の西海岸の高台の森の中のキャンパスが出来て最初の学生が沖縄本島の西海岸の高台の森の中のキャンパスが出来て最初の学生が3年年年年

前。前。前。前。

1



2



3



4



5



学生への経済支援は日本の中では特殊な条件で、贅沢な条件のようにも見え学生への経済支援は日本の中では特殊な条件で、贅沢な条件のようにも見え学生への経済支援は日本の中では特殊な条件で、贅沢な条件のようにも見え学生への経済支援は日本の中では特殊な条件で、贅沢な条件のようにも見え

るかもしれませんが、「世界で選ばれる大学」というるかもしれませんが、「世界で選ばれる大学」というるかもしれませんが、「世界で選ばれる大学」というるかもしれませんが、「世界で選ばれる大学」というのののののののの基礎的な条件の整備基礎的な条件の整備基礎的な条件の整備基礎的な条件の整備

に過ぎないと見るべきと思います。に過ぎないと見るべきと思います。に過ぎないと見るべきと思います。に過ぎないと見るべきと思います。

6
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大学の大学の大学の大学のGlobal化を実現する為には、生活上の支援も欠かすことは出来ません。化を実現する為には、生活上の支援も欠かすことは出来ません。化を実現する為には、生活上の支援も欠かすことは出来ません。化を実現する為には、生活上の支援も欠かすことは出来ません。

中でも必須のものとして研究者の子供たちの教育環境の整備です。中でも必須のものとして研究者の子供たちの教育環境の整備です。中でも必須のものとして研究者の子供たちの教育環境の整備です。中でも必須のものとして研究者の子供たちの教育環境の整備です。OISTではではではでは

キャンパス内に保育園を整備して、合わせていわゆる学童保育のサービスなキャンパス内に保育園を整備して、合わせていわゆる学童保育のサービスなキャンパス内に保育園を整備して、合わせていわゆる学童保育のサービスなキャンパス内に保育園を整備して、合わせていわゆる学童保育のサービスな

ども提供しています。色々な国からの子供たちですが、言語としては日本語とども提供しています。色々な国からの子供たちですが、言語としては日本語とども提供しています。色々な国からの子供たちですが、言語としては日本語とども提供しています。色々な国からの子供たちですが、言語としては日本語と

英語の英語の英語の英語の2言語でして居ます。言語でして居ます。言語でして居ます。言語でして居ます。
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何処から沖縄に来てもひとまず困らない。生活情報、社会の情報、学内イベン

ト、事務手続き、クラブ活動、etc

生活支援と研究支援は切り離す事は出来ない生活支援と研究支援は切り離す事は出来ない生活支援と研究支援は切り離す事は出来ない生活支援と研究支援は切り離す事は出来ない。。。。それをワンストップサービスでそれをワンストップサービスでそれをワンストップサービスでそれをワンストップサービスで

実現しているのが実現しているのが実現しているのが実現しているのがTIDAという名の学内という名の学内という名の学内という名の学内web サービス。サービス。サービス。サービス。

一番左一番左一番左一番左からからからから大学のルールや手続き、右に行くと学内のイベントの告知欄、各種大学のルールや手続き、右に行くと学内のイベントの告知欄、各種大学のルールや手続き、右に行くと学内のイベントの告知欄、各種大学のルールや手続き、右に行くと学内のイベントの告知欄、各種

のクラブ活動のお知らせや、家具や子供のおもちゃのリサイクル情報、一番右のクラブ活動のお知らせや、家具や子供のおもちゃのリサイクル情報、一番右のクラブ活動のお知らせや、家具や子供のおもちゃのリサイクル情報、一番右のクラブ活動のお知らせや、家具や子供のおもちゃのリサイクル情報、一番右

には地元の新聞の翻訳したニュースまでには地元の新聞の翻訳したニュースまでには地元の新聞の翻訳したニュースまでには地元の新聞の翻訳したニュースまで。。。。これは外国人のみならず国内でもこれは外国人のみならず国内でもこれは外国人のみならず国内でもこれは外国人のみならず国内でも

沖縄外から来た人にとってはとても有用な情報源であり、また情報発信の場に沖縄外から来た人にとってはとても有用な情報源であり、また情報発信の場に沖縄外から来た人にとってはとても有用な情報源であり、また情報発信の場に沖縄外から来た人にとってはとても有用な情報源であり、また情報発信の場に

も成っています。本当にワンストップサービスに成って居るというのが大事です。も成っています。本当にワンストップサービスに成って居るというのが大事です。も成っています。本当にワンストップサービスに成って居るというのが大事です。も成っています。本当にワンストップサービスに成って居るというのが大事です。

これは基本的には英語で出来ていますが、多くの情報は日本語も併記のこれは基本的には英語で出来ていますが、多くの情報は日本語も併記のこれは基本的には英語で出来ていますが、多くの情報は日本語も併記のこれは基本的には英語で出来ていますが、多くの情報は日本語も併記の2言言言言

語に成っています。語に成っています。語に成っています。語に成っています。

9



Academicな周りの環境も変わる必要がある。

OISTではではではでは生活と研究の支援環境を整えて、「日本で研究をしている」ということ生活と研究の支援環境を整えて、「日本で研究をしている」ということ生活と研究の支援環境を整えて、「日本で研究をしている」ということ生活と研究の支援環境を整えて、「日本で研究をしている」ということ

を感じさせない、デメリット、ディスアドバンテージを感じさせないという事が実現を感じさせない、デメリット、ディスアドバンテージを感じさせないという事が実現を感じさせない、デメリット、ディスアドバンテージを感じさせないという事が実現を感じさせない、デメリット、ディスアドバンテージを感じさせないという事が実現

出来ているのだと思います。出来ているのだと思います。出来ているのだと思います。出来ているのだと思います。
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OISTは教官がは教官がは教官がは教官が68.9％が外国人、大学院学生は％が外国人、大学院学生は％が外国人、大学院学生は％が外国人、大学院学生は84.8％が外国人。％が外国人。％が外国人。％が外国人。

もう一つここで注目したいのは、もう一つここで注目したいのは、もう一つここで注目したいのは、もう一つここで注目したいのは、全国の大学で全国の大学で全国の大学で全国の大学で結構な数の外国人大学院生は結構な数の外国人大学院生は結構な数の外国人大学院生は結構な数の外国人大学院生は

もちろんの事、外国人の教員も居るということ。もちろんの事、外国人の教員も居るということ。もちろんの事、外国人の教員も居るということ。もちろんの事、外国人の教員も居るということ。4％ですから、日本人が％ですから、日本人が％ですから、日本人が％ですから、日本人が96％と％と％と％と

いう事になりますが、日本のアカデミックな環境についていう事になりますが、日本のアカデミックな環境についていう事になりますが、日本のアカデミックな環境についていう事になりますが、日本のアカデミックな環境について4％の外国人がどう考％の外国人がどう考％の外国人がどう考％の外国人がどう考

えているか、どう扱われているかを考える事は大事です。えているか、どう扱われているかを考える事は大事です。えているか、どう扱われているかを考える事は大事です。えているか、どう扱われているかを考える事は大事です。

68686868%%%%は高い数字だが、では４％は低い数字か？というとそうではないは高い数字だが、では４％は低い数字か？というとそうではないは高い数字だが、では４％は低い数字か？というとそうではないは高い数字だが、では４％は低い数字か？というとそうではない。。。。

なのになのになのになのになぜ学内情報の発信は言語上のなぜ学内情報の発信は言語上のなぜ学内情報の発信は言語上のなぜ学内情報の発信は言語上のdiversitydiversitydiversitydiversityが求められないのか？が求められないのか？が求められないのか？が求められないのか？
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外国から来た研究者にはどう見えるのか、紹介。応用物理学会誌の記事から

これらこれらこれらこれらのコメントの中にはのコメントの中にはのコメントの中にはのコメントの中には必ずしも必ずしも必ずしも必ずしも一般化して言う事の出来る客観的な一般化して言う事の出来る客観的な一般化して言う事の出来る客観的な一般化して言う事の出来る客観的な事実で事実で事実で事実で

はないはないはないはないと考えられると考えられると考えられると考えられる事も含まれて居ますが、少なくとも希望を持ってやって来た事も含まれて居ますが、少なくとも希望を持ってやって来た事も含まれて居ますが、少なくとも希望を持ってやって来た事も含まれて居ますが、少なくとも希望を持ってやって来た

人に「そう思わせている」という残念な状況であるという事は心に留める必要が人に「そう思わせている」という残念な状況であるという事は心に留める必要が人に「そう思わせている」という残念な状況であるという事は心に留める必要が人に「そう思わせている」という残念な状況であるという事は心に留める必要が

あると思います。あると思います。あると思います。あると思います。
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これでは外国人は日本にきて研究しようと思わない。

日本人と外国人の公的助成金獲得者の比較をしてみるともっと衝撃的です。日本人と外国人の公的助成金獲得者の比較をしてみるともっと衝撃的です。日本人と外国人の公的助成金獲得者の比較をしてみるともっと衝撃的です。日本人と外国人の公的助成金獲得者の比較をしてみるともっと衝撃的です。

科研科研科研科研費費費費の金の金の金の金額額額額が多いが多いが多いが多い方方方方の上の上の上の上位位位位のリストから見のリストから見のリストから見のリストから見てててて作作作作成した成した成した成した表表表表です。です。です。です。2012年の場年の場年の場年の場

合ですが合ですが合ですが合ですが若若若若手の手の手の手のSとか基とか基とか基とか基盤盤盤盤ののののS、、、、新学新学新学新学術領域術領域術領域術領域、特、特、特、特別推進別推進別推進別推進研究の新研究の新研究の新研究の新規規規規とととと継継継継続の続の続の続の

全全全全採択採択採択採択件数とその内の外国人の件数の件数とその内の外国人の件数の件数とその内の外国人の件数の件数とその内の外国人の件数の表表表表ですが全てですが全てですが全てですが全てZERO。。。。

これでは世界で選ばれる研究環境とは言いこれでは世界で選ばれる研究環境とは言いこれでは世界で選ばれる研究環境とは言いこれでは世界で選ばれる研究環境とは言い難難難難いです。外国人研究者にいです。外国人研究者にいです。外国人研究者にいです。外国人研究者に””””ここでここでここでここで

研究を続研究を続研究を続研究を続けけけけたいたいたいたい““““と思わせる環境とも言いと思わせる環境とも言いと思わせる環境とも言いと思わせる環境とも言い難難難難いでしいでしいでしいでしょょょょう。う。う。う。
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ということでということでということでということで、、、、問題問題問題問題はははは外国人でも日本人でも外国人でも日本人でも外国人でも日本人でも外国人でも日本人でも””””ここで研究を続ここで研究を続ここで研究を続ここで研究を続けけけけたいたいたいたい““““と思わせると思わせると思わせると思わせる

環境をどう整えるかという事環境をどう整えるかという事環境をどう整えるかという事環境をどう整えるかという事。。。。
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研究支援研究支援研究支援研究支援部部部部やそのやそのやそのやその他他他他のすべての事のすべての事のすべての事のすべての事務部門務部門務部門務部門は研究の支援のためにあるは研究の支援のためにあるは研究の支援のためにあるは研究の支援のためにある。。。。

OISTでのでのでのでの研究支援の研究支援の研究支援の研究支援の体制体制体制体制をををを絵絵絵絵にしました。にしました。にしました。にしました。

OISTにはにはにはには部局部局部局部局というのはというのはというのはというのは無無無無いですが、事いですが、事いですが、事いですが、事務務務務はははは幾幾幾幾つかのつかのつかのつかの組織組織組織組織にににに分分分分かれています。かれています。かれています。かれています。

そのうちの一つが研究支援そのうちの一つが研究支援そのうちの一つが研究支援そのうちの一つが研究支援部部部部。研究支援。研究支援。研究支援。研究支援部部部部の中にはインの中にはインの中にはインの中にはインフォフォフォフォメーメーメーメーショショショションサービンサービンサービンサービ

ス、動ス、動ス、動ス、動物物物物実実実実験験験験支援、支援、支援、支援、ググググラントとラントとラントとラントと共同共同共同共同研究支援の外研究支援の外研究支援の外研究支援の外部部部部研究研究研究研究資資資資金金金金課課課課などがあってそなどがあってそなどがあってそなどがあってそ

れれれれぞぞぞぞれのれのれのれの専門専門専門専門的な研究支援をしていますが、研究支援的な研究支援をしていますが、研究支援的な研究支援をしていますが、研究支援的な研究支援をしていますが、研究支援部部部部だだだだけけけけではなくてではなくてではなくてではなくて予算予算予算予算

やややや会計課会計課会計課会計課、、、、調達課調達課調達課調達課、、、、広広広広報、報、報、報、産産産産学学学学連携連携連携連携支援などもすべて研究支援のために支援などもすべて研究支援のために支援などもすべて研究支援のために支援などもすべて研究支援のために仕仕仕仕事事事事

をしています。また、各研究をしています。また、各研究をしています。また、各研究をしています。また、各研究室室室室にはにはにはにはOISTではではではではResearch Administratorとよばとよばとよばとよば

れていれていれていれているるるる研究研究研究研究室室室室の研究プの研究プの研究プの研究プロロロロジジジジェェェェクトのクトのクトのクトの管理管理管理管理をしている事をしている事をしている事をしている事務務務務ススススタタタタッッッッフフフフも居ます。こも居ます。こも居ます。こも居ます。こ

ののののRA協議会協議会協議会協議会で言うで言うで言うで言うURAとは少しとは少しとは少しとは少し違違違違うとも言えますが、かなりうとも言えますが、かなりうとも言えますが、かなりうとも言えますが、かなり重重重重なっているともなっているともなっているともなっているとも

言えると思います。われわれの外言えると思います。われわれの外言えると思います。われわれの外言えると思います。われわれの外部部部部研究研究研究研究資資資資金金金金課課課課のスのスのスのスタタタタッッッッフフフフももももURAという言という言という言という言葉葉葉葉をををを

使使使使っていたりもしますが、っていたりもしますが、っていたりもしますが、っていたりもしますが、組織組織組織組織としてはとしてはとしてはとしてはURAというのはというのはというのはというのは存在存在存在存在していません。していません。していません。していません。むむむむしししし

ろ学内の事ろ学内の事ろ学内の事ろ学内の事務務務務の色々なところでの色々なところでの色々なところでの色々なところでURAのののの機能機能機能機能をををを果果果果たしている人たちがたしている人たちがたしている人たちがたしている人たちが広広広広くくくく分布分布分布分布しししし

て居ると考えたて居ると考えたて居ると考えたて居ると考えた方方方方が当たって居ると思います。が当たって居ると思います。が当たって居ると思います。が当たって居ると思います。

大学の大学の大学の大学のグログログログローバル化のーバル化のーバル化のーバル化の担担担担い手という事で言っても、事い手という事で言っても、事い手という事で言っても、事い手という事で言っても、事務部門務部門務部門務部門の全の全の全の全部部部部がこれはがこれはがこれはがこれは

各研究各研究各研究各研究室室室室ののののResearch Administratorも含めてですが全員がも含めてですが全員がも含めてですが全員がも含めてですが全員が担担担担い手となってい手となってい手となってい手となって

います。います。います。います。逆逆逆逆に言えば、そうでないと大学のに言えば、そうでないと大学のに言えば、そうでないと大学のに言えば、そうでないと大学のグログログログローバル化は実現しないと思いまーバル化は実現しないと思いまーバル化は実現しないと思いまーバル化は実現しないと思いま

す。す。す。す。
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日本日本日本日本の大学はの大学はの大学はの大学はガガガガラパラパラパラパゴズゴズゴズゴズ化しないようにするためには外ときちんと化しないようにするためには外ときちんと化しないようにするためには外ときちんと化しないようにするためには外ときちんと繋繋繋繋がって人がって人がって人がって人

もももも物物物物も情報もも情報もも情報もも情報も流入流入流入流入もももも流流流流出もして、出もして、出もして、出もして、入入入入ってきたものもきちんと育つようにして、といってきたものもきちんと育つようにして、といってきたものもきちんと育つようにして、といってきたものもきちんと育つようにして、とい

う環境をう環境をう環境をう環境を作作作作らないといらないといらないといらないといけけけけない。日本の、世界からの研究者による世界のためのない。日本の、世界からの研究者による世界のためのない。日本の、世界からの研究者による世界のためのない。日本の、世界からの研究者による世界のための

科学研究とならないとい科学研究とならないとい科学研究とならないとい科学研究とならないといけけけけないないないない。。。。
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Academicな周りの環境も変わる必要がある。Academic Kingdom＝これまで

の大学の慣習、研究環境／学術分野の風潮

Academic Kingdomともいうべきこれまでの日本の学ともいうべきこれまでの日本の学ともいうべきこれまでの日本の学ともいうべきこれまでの日本の学術・術・術・術・研究に研究に研究に研究に従従従従事する者事する者事する者事する者

ののののママママインドインドインドインドセセセセットのットのットのットの転換転換転換転換、、、、引引引引いては日本の科学いては日本の科学いては日本の科学いては日本の科学技術政策技術政策技術政策技術政策までも大きくまでも大きくまでも大きくまでも大きく変変変変えていくえていくえていくえていく

こともこともこともことも視野視野視野視野にににに入入入入れ、各大学のれ、各大学のれ、各大学のれ、各大学のグログログログローバル化へのーバル化へのーバル化へのーバル化への取取取取りりりり組組組組みをみをみをみを推推推推しししし進進進進めていかなめていかなめていかなめていかなけけけけ

ればならない。ればならない。ればならない。ればならない。

各大学の内各大学の内各大学の内各大学の内側側側側でのでのでのでの小小小小さなさなさなさな努力努力努力努力のののの積積積積みみみみ重ね重ね重ね重ねと、それと、それと、それと、それぞぞぞぞれがれがれがれが連携連携連携連携して研究環境全して研究環境全して研究環境全して研究環境全

体体体体をををを変変変変えていこうという外えていこうという外えていこうという外えていこうという外側側側側にににに向け向け向け向けたたたた働働働働きかきかきかきかけけけけのののの両輪両輪両輪両輪をををを回回回回し続し続し続し続けけけけていくことこそていくことこそていくことこそていくことこそ

がががが重重重重要である。要である。要である。要である。
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大事なメンバーなら環境を整えよう。語学の環境は克服は極めて容易な第一

歩に過ぎない。

機会均等機会均等機会均等機会均等は保は保は保は保障障障障されていなされていなされていなされていなけけけければいればいればいればいけけけけない。ない。ない。ない。今今今今はははは96%が日本人の教が日本人の教が日本人の教が日本人の教職職職職員です員です員です員です

が、そのが、そのが、そのが、その96%だだだだけけけけがががが満足満足満足満足でいいのか？「大事な構成員とは考えていないのででいいのか？「大事な構成員とは考えていないのででいいのか？「大事な構成員とは考えていないのででいいのか？「大事な構成員とは考えていないので

はないのか」ということがはないのか」ということがはないのか」ということがはないのか」ということが問問問問われていると思います。これはわれていると思います。これはわれていると思います。これはわれていると思います。これは清水寺清水寺清水寺清水寺のおみくじののおみくじののおみくじののおみくじの

自自自自動動動動販売機販売機販売機販売機ですですですですけけけけど、英語もど、英語もど、英語もど、英語もハハハハンンンンググググルも中国語も具えられていました。ルも中国語も具えられていました。ルも中国語も具えられていました。ルも中国語も具えられていました。清水寺清水寺清水寺清水寺

もももも機会均等機会均等機会均等機会均等をををを達達達達成しているのに大学ではそれが出来ないという事はち成しているのに大学ではそれが出来ないという事はち成しているのに大学ではそれが出来ないという事はち成しているのに大学ではそれが出来ないという事はちょょょょっとっとっとっと無無無無

い。い。い。い。
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「「「「変変変変われるかニッわれるかニッわれるかニッわれるかニッポポポポン？ン？ン？ン？変革変革変革変革をををを迫迫迫迫られる大学られる大学られる大学られる大学・・・・教育教育教育教育機関機関機関機関」というような」というような」というような」というような課題認識課題認識課題認識課題認識。。。。

こういうこういうこういうこういう課題認識課題認識課題認識課題認識ははははOISTのいろんなのいろんなのいろんなのいろんな部署部署部署部署がががが共共共共有している。これは有している。これは有している。これは有している。これはOISTががががネネネネイイイイ

チチチチャーャーャーャー及びソ及びソ及びソ及びソニーコンニーコンニーコンニーコンピピピピューューューュータタタターサイーサイーサイーサイエエエエンス研究ンス研究ンス研究ンス研究所所所所とととと共催共催共催共催したサイしたサイしたサイしたサイエエエエンスカンスカンスカンスカフェフェフェフェ

ののののポポポポススススタタタターで、この場合は学ーで、この場合は学ーで、この場合は学ーで、この場合は学務課務課務課務課が学生が学生が学生が学生募集募集募集募集の為のの為のの為のの為の広広広広報の一報の一報の一報の一貫貫貫貫としてしたもとしてしたもとしてしたもとしてしたも

のですがのですがのですがのですがAcademicなななな周周周周りの環境も色んなりの環境も色んなりの環境も色んなりの環境も色んな物物物物がががが変変変変わる必要がある。だからこんわる必要がある。だからこんわる必要がある。だからこんわる必要がある。だからこん

なななな形形形形で発信をしているという事で発信をしているという事で発信をしているという事で発信をしているという事だろうだろうだろうだろう。それはつまり「。それはつまり「。それはつまり「。それはつまり「今今今今までのありまでのありまでのありまでのあり方方方方をををを変変変変え」え」え」え」てててて、、、、

「「「「壁壁壁壁をををを越越越越え」なえ」なえ」なえ」なけけけければいればいればいればいけけけけない。ない。ない。ない。回回回回りもりもりもりも変変変変わらなわらなわらなわらなけけけければ成れば成れば成れば成功功功功はしない。はしない。はしない。はしない。

そう考える人が多数そう考える人が多数そう考える人が多数そう考える人が多数派派派派に成らないと日本の大学のに成らないと日本の大学のに成らないと日本の大学のに成らないと日本の大学のグログログログローバル化は実現しない。ーバル化は実現しない。ーバル化は実現しない。ーバル化は実現しない。
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